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3－ 1 東北地方とその周辺の地震活動（2022年 11月～ 2023年 4月）
 Seismic Activity in and around the Tohoku District (November 2022 – April 2023)

気象庁　仙台管区気象台
Sendai Regional Headquarters, JMA

今期間，東北地方とその周辺で M4.0 以上の地震は 94 回，M5.0 以上の地震は 10 回発生した．こ
のうち最大は，2023 年 3 月 28 日に青森県東方沖で発生した M6.2 の地震であった．

2022 年 11 月～ 2023 年 4 月の M4.0 以上の地震の震央分布を第 1 図 (a) 及び (b) に示す． 
主な地震活動は以下のとおりである．

（1）福島県沖の地震（M5.1，最大震度 4，第 6 図 (a),(b)）
2023 年 1 月 25 日 10 時 00 分に福島県沖の深さ 55km で M5.1 の地震（最大震度 4）が発生した．

この地震は太平洋プレート内部で発生した．発震機構（CMT 解）は北北東－南南西方向に圧力軸
を持つ逆断層型である．この地震の震源付近では，2022 年 3 月 16 日に M7.4 の地震（最大震度 6 強）
が発生した後，地震活動が活発になった．今期間の活動状況をみると，当初と比べると低下してい
るものの，地震回数の多い状態が続いた．

（2）宮城県沖の地震（M5.3，最大震度 4，第 7 図）
2023 年 3 月 27 日 00 時 04 分に宮城県沖の深さ 60km で M5.3 の地震（最大震度 4）が発生した．

この地震は発震機構（CMT 解）が北西－南東方向に圧力軸を持つ型で，太平洋プレート内部で発
生した．

（3）青森県東方沖の地震（M6.2，最大震度 4，第 8 図 (a),(b)）
2023 年 3 月 28 日 18 時 18 分に青森県東方沖の深さ 28km で M6.2 の地震（最大震度 4）が発生した．

この地震は，発震機構（CMT 解）が西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で，太平洋プレー
トと陸のプレートの境界で発生した．

（4）福島県沖の地震（M5.0，最大震度 4，第 9 図 (a),(b)）
2023 年 4 月 17 日 02 時 25 分に福島県沖の深さ 46km で M4.8 の地震（最大震度 4）が発生した．

この地震は，発震機構（CMT 解）が西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で，太平洋プレー
トと陸のプレートの境界で発生した．この地震は既往の相似地震グループの最新の地震として検出
された．

（5）その他の地震活動
　　発生年月日　　　 時分　　  　震央地名　　　規模（M） 深さ（km）最大震度
　2022 年 11 月 17 日 09 時 28 分　青森県東方沖　　　5.0　　　　64　　　　3　　 （第 2 図）
　2022 年 11 月 30 日 12 時 45 分　福島県沖　　　　　5.1　　　　42　　　　3　　 （第 3 図 (a),(b)）
　2023 年 21 月 23 日 16 時 08 分　岩手県沖　　　　　5.1　　　　37　　　　3　　 （第 4 図）
　2022 年 21 月 20 日 14 時 48 分　宮城県沖　　　　　5.0　　　　46　　　　3　　 （第 5 図 (a),(b)）
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第 1 図 (a)　東北地方とその周辺の地震活動（2022 年 11 月～ 2023 年 1 月，M ≧ 4.0，深さ≦ 700km）

Fig.1(a)   Seismic activity in and around the Tohoku district (November 2022 – January 2023, M ≧ 4.0, depth ≦ 700km).

第 1 図 (b)　つづき（2023 年 2 月～ 4 月，M ≧ 4.0，深さ≦ 700km）

Fig.1(b)  Continued (February – April 2023, M ≧ 4.0, depth ≦ 700km).
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第 2 図　2022 年 11 月 17 日　青森県東方沖の地震

Fig.2    The earthquake east off Aomori Prefecture on November 17, 2022.
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今回の地震 

1111 月月 1177 日日  青青森森県県東東方方沖沖のの地地震震  
 

今回の地震 

震央分布図 
（1997年10月１日～2022年11月30日、 

深さ０～120km、M≧3.0） 
2022年11月の地震を赤色○○で表示 

図中の発震機構は CMT 解 

2022年11月17日09時28分に青森県東方沖の深
さ64kmで M5.0の地震（最大震度３）が発生した。
この地震は太平洋プレート内部で発生した。発震
機構（CMT解）は西北西－東南東方向に圧力軸を
持つ型である。 

1997年10月以降の活動をみると、今回の地震の
震源付近（領域ｂ）では、M4.0以上の地震は時々
発生していたが、M5.0以上の地震は今回の地震が
初めてである。 

1919年以降の活動をみると、今回の地震の震央
周辺（領域ｃ）では、1968年５月16日09時48分に
「1968年十勝沖地震」（M7.9、最大震度５）が発
生した。この地震により、青森県八戸[火力発電
所]で295cm（平常潮位からの最大の高さ）の津波
を観測したほか、死者52人、負傷者330人、住家
全壊673棟などの被害が生じた（被害は「日本被
害地震総覧」による）。 

震央分布図 
（1919年１月１日～2022年11月30日、 

深さ０～120km、M≧6.0） 

今回の地震の
震央位置 

ｃ

ａ 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

「1968年十勝沖地震」 

「1968年十勝沖地震」 

の最大余震 

「平成６年（1994年） 

三陸はるか沖地震」 
「平成６年（1994年） 

三陸はるか沖地震」

の最大余震

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

Ａ  Ｂ

岩手県 

青森県 
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今回の地震 
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第 3 図 (a)　2022 年 11 月 30 日　福島県沖の地震

Fig.3(a)    The earthquake off Fukushima Prefecture on November 30, 2022.

気象庁作成 

1111 月月 3300 日日  福福島島県県沖沖のの地地震震  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 
(深さ０～60km) 

領域ｄ内のＭ－Ｔ図 

「1978年宮城県沖地震」 

今回の地震
の震央位置 

2022年11月30日12時45分に福島県沖
の深さ42kmでM5.1の地震（最大震度３）
が発生した。この地震は、発震機構が西
北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断
層型で、太平洋プレートと陸のプレー
トの境界で発生した。 

1997年10月以降の活動をみると、今
回の地震の震央付近（領域ｂ）では、「平
成23年（2011年）東北地方太平洋沖地
震」（以下、「東北地方太平洋沖地震」）
の発生前はM5.0以上の地震がしばしば
発生していた。「東北地方太平洋沖地
震」の発生以降は地震の発生数が増加
し、M5.0以上の地震が度々発生してい
る。 

1919年以降の活動をみると、今回の
地震の震央周辺（領域ｄ）では、「東北
地方太平洋沖地震」の発生前からM7.0
以上の地震が時々発生しており、1938
年11月５日17時43分にはM7.5の地震
（最大震度５）が発生し、宮城県花淵で
113cm（全振幅）の津波を観測した。 

震央分布図 
（1919年１月１日～2022年11月30日、 

深さ０～120km、M≧6.0） 
1938年11月５日～1938年11月30日の地震を水色、 
2011年３月11日以降に発生した地震を黒色、 

その他の期間を灰色で表示 

Ａ 

震央分布図 
（1997年10月１日～2022年11月30日、 

深さ０～120km、M≧3.0） 
2011年３月10日以前に発生した地震を水色、 
2011年３月11日以降に発生した地震を灰色、 
2022年３月16日以降に発生した地震を黒色、 

2022年11月に発生した地震を赤色で表示 

ｄ 

Ｂ
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今回の地震 

今回の地震 

「東北地方 

太平洋沖地震」 

「東北地方太平洋沖地震」発生

「東北地方 

太平洋沖地震」 

ｂ 

※深さはCMT解による 

ｃ 

領域ａ内の断面図  
（Ａ－Ｂ投影、  

2020年９月１日～2022年11月30日、M≧1.5）  

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 
(2022年11月１日～30日) 

CMT 

CMT 

CMT 

CMT 

CMT 

CMT 
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第 3 図 (b)　つづき

Fig.3(b)  Continued

2022年11月30日の福島県沖の地震（M5.1、最大震度３）について強震波形による相関解析を行った結果、

新たな相似地震グループの最新の地震として検出された（グループA：今回の地震を含め2地震）※１。

※１ 各観測点の波形の比較で得られたコヒーレンスの中央値が0.95以上の場合に相似地震として検出し、相似地震のグループ分けはコヒーレンスを用いて機械的に行っている［溜渕ほか、2014］。

※２ すべり量推定には、モーメントマグニチュードと地震モーメントの関係式［Hanks and Kanamori(1979)］及び 地震モーメントとすべり量の関係式［Nadeau and Johnson(1998)］を使用。得られた積算すべり量と経過時間

から最小自乗法を用いてグループ毎の年平均すべり量を求めた。

※２

1111月月3300日日 福福島島県県沖沖のの地地震震（（相相似似地地震震））

今回の地震

今回の地震

※２

気象庁作成

今回の地震

気象庁作成

●波形例

いわき市三和町
震央
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気象庁作成 

１１月月３３日日  岩岩手手県県沖沖のの地地震震  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

 

 

 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

「東北地方太平洋沖地震」発生

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

震央分布図 
（1919年１月１日～2023年１月31日、 

深さ０～120km、M≧6.0） 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

ｃ 

今回の地震 
の震央位置 

2023年１月３日16時08分に岩手県沖の深さ
37kmでM5.1の地震（最大震度３）が発生した。
この地震は発震機構（CMT解）が西北西－東南
東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、太平洋プ
レートと陸のプレートの境界で発生した。 

1997年10月以降の活動をみると、今回の地
震の震源付近（領域ｂ）では、「平成23年（2011
年）東北地方太平洋沖地震」（以下、「東北地方
太平洋沖地震」）の発生前はM5.0以上の地震が
時々発生していた。「東北地方太平洋沖地震」
の発生以降は地震の発生数が増加し、M5.0以
上の地震がしばしば発生している。このうち、
2011年６月23日に発生したM6.9の地震（最大
震度５弱）では住家一部破損１棟などの被害
が生じた（総務省消防庁による）。 

1919年以降の活動をみると、今回の地震の
震央周辺（領域ｃ）では、M6.0以上の地震が
時々発生しており、1995年１月７日には「平成
６年（1994年）三陸はるか沖地震」の最大余震
であるM7.2の地震（最大震度５）が発生した。

「平成６年（1994年） 
三陸はるか沖地震」 

の最大余震 

今回の地震 

震央分布図 
（1997年10月１日～2023年１月31日、 

深さ０～120km、M≧3.0） 
2011年３月10日以前に発生した地震を水色、 
2011年３月11日以降に発生した地震を灰色、  

2023年１月に発生した地震を赤色で表示 
図中の発震機構はCMT解 

「1968年十勝沖地震」 

ｂ 

Ａ 

「平成６年（1994年） 
三陸はるか沖地震」 

Ｂ 

岩手県 

今回の地震 

岩手県 

ａ 

青森県 

Ａ  Ｂ

第 4 図　2023 年 1 月 3 日　岩手県沖の地震

Fig.4    The earthquake off Iwate Prefecture on January 3, 2023.
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気象庁作成 

１１月月 2200 日日  宮宮城城県県沖沖のの地地震震  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

 

 

 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

震央分布図 
（1919 年１月１日～2023 年１月 31 日、 

深さ０～150km、M≧6.0） 
2011 年３月 10 日以前に発生した地震を灰色、 
2011 年３月 11 日以降に発生した地震を黒色で表示 

今回の地震 
の震央位置 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

2023年１月20日 14時 48分に宮城県沖の深
さ 46km で M5.0 の地震（最大震度３）が発生
した。この地震は発震機構（CMT 解）が西北西
－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、太
平洋プレートと陸のプレートの境界で発生し
た。 

1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の地
震の震源付近（領域ｂ）では、「平成 23 年（2011
年）東北地方太平洋沖地震」（以下、「東北地
方太平洋沖地震」）の発生以降、M5.0 以上の地
震の発生数が増加した。2015 年５月 13 日には
M6.8 の地震（最大震度５強）が発生し、住家
一部破損３棟の被害が生じた（総務省消防庁
による）。 

1919 年以降の活動をみると、今回の地震の
震央周辺（領域ｃ）では「東北地方太平洋沖
地震」のほか、1978 年６月 12 日には「1978
年宮城県沖地震」（M7.4、最大震度５）が発生
し、死者28人、負傷者1,325人、住家全壊1,183
棟などの被害が生じる（被害は「日本被害地
震総覧」による）など、M7.0 以上の地震が時々
発生している。 

Ａ  Ｂ

ｃ 

ａ 

「東北地方 
太平洋沖地震」 

「1978 年宮城県沖地震」

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2023 年１月 31 日、 

深さ０～150km、M≧3.0） 
2011 年３月 10 日以前に発生した地震を水色、 
2011 年３月 11 日以降に発生した地震を灰色、、  

2023 年１月に発生した地震を赤色で表示 
図中の発震機構は CMT 解 

「東北地方太平洋沖地震」発生

Ａ 

今回の地震 

「東北地方太平洋沖地震」

Ｂ 

ｂ 

今回の地震 

第 5 図 (a) 2023 年 1 月 20 日　宮城県沖の地震

Fig.5(a)    The earthquake off Miyagi Prefecture on January 20, 2023.
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第 5 図 (b)　つづき

Fig.5(b)  Continued

2023年１月20日の宮城県沖の地震（M5.0、最大震度３）について強震波形による相関解析を行った結果、

既往の相似地震グループの最新の地震として検出された（グループＥ：今回の地震を含め３地震）※１。

※１ 各観測点の波形の比較で得られたコヒーレンスの中央値が0.95以上の場合に相似地震として検出し、相似地震のグループ分けはコヒーレンスを用いて機械的に行っている［溜渕ほか、2014］。

※２ すべり量推定には、モーメントマグニチュードと地震モーメントの関係式［Hanks and Kanamori(1979)］及び 地震モーメントとすべり量の関係式［Nadeau and Johnson(1998)］を使用。得られた積算すべり量と

経過時間から最小自乗法を用いてグループ毎の年平均すべり量を求めた。

※２

今回の地震

今回の地震

※２

気象庁作成

今回の地震

１１月月2200日日 宮宮城城県県沖沖のの地地震震（（相相似似地地震震））

気象庁作成

●波形例

大船渡市猪川町

震央
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第 6 図 (a)　2023 年 1 月 25 日　福島県沖の地震

Fig.6(a)　 The earthquake off Fukushima Prefecture on January 25, 2023.

気象庁作成 

１１月月 2255 日日  福福島島県県沖沖のの地地震震  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「東北地方太平洋沖地震」発生 

1919 年以降の活動をみると、今回の地震活動
の震央周辺（領域ｃ）では、「東北地方太平洋沖
地震」の発生以前から M7.0 以上の地震が時々発
生しており、1938 年 11 月５日 17 時 43 分には
M7.5 の地震（最大震度５）が発生し、宮城県花
淵で 113cm（全振幅）の津波を観測した。 

福島県 

震央分布図 
（1919 年１月１日～2023 年１月 31 日、 

深さ０～150km、M≧6.0） 
1938 年 11 月５日～1938 年 11 月 30 日の地震を水色、、 

2011 年３月 11 日以降の地震を黒色、、  
その他の期間を灰色で表示 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2023 年１月 31 日、 

深さ０～150km、M≧3.0） 
2011 年３月 10 日以前に発生した地震を水色、、  
2011 年３月 11 日以降に発生した地震を灰色、 
2022 年３月 16 日以降に発生した地震を黒色、、  

2023 年１月に発生した地震を赤色で表示 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

「東北地方太

平洋沖地震」 ｃ 

「東北地方 

太平洋沖地震」

2023 年１月 25 日 10 時 00 分に福島県沖の深
さ 55km で M5.1 の地震（最大震度４）が発生し
た。この地震は太平洋プレート内部で発生した。
発震機構（CMT 解）は北北東－南南西方向に圧力
軸を持つ逆断層型である。この地震の震源付近
（領域ｂ）では、2022 年３月 16 日に M7.4 の地
震（最大震度６強）が発生し、地震活動が活発
になった。2023 年１月の活動状況をみると、当
初と比べると低下しているものの、地震回数の
多い状態が継続している。 

1997 年 10 月以降の活動をみると、この地震
の震源付近（領域ｂ）では「平成 23 年（2011 年）
東北地方太平洋沖地震」（以下、「東北地方太平
洋沖地震」）の発生前は M5.0 以上の地震が時々
発生していたが、「東北地方太平洋沖地震」の発
生以降は地震の発生数が増加し、M5.0 以上の地
震がしばしば発生している。 

宮城県 

Ｂ

今回の地震 

「1978 年宮城県沖地震」

ａ 

（2022 年３月 16 日～2023 年１月 31 日） 

Ａ 

ｂ 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

今回の地震 

今回の地震の 
震央位置 

CMT 

CMT 

CMT 

CMT 

Ａ  Ｂ
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第 6 図 (b)　つづき

Fig.6(b)  Continued

・灰丸：2020年1月1日～2022年3月16日22時
・青丸：2022年3月16日23時～2022年12月31日
・赤丸：2023年1月1日～2023年1月31日
・吹き出し付き：M5.5以上及び今回の地震

各領域内の
断面図（A-B投影）

11月月2255日日 福福島島県県沖沖のの地地震震
（（22002211年年MM77..33・・22002222年年MM77..44のの地地震震活活動動とと今今回回のの地地震震のの位位置置関関係係））

震央分布図
（2020年1月1日～2023年1月31日、

M≧2.0、深さ30～80km）

各領域内の
M-T・回数積算図

気象庁作成

AA BB

AA

BB
aa

ＣＭＴ

ＣＭＴ

ＣＭＴ

領域aa内

ＣＭＴ

ＣＭＴ

今回の地震

ＣＭＴ

今回の
地震

bb
cc

dd
ee 領域bb内

領域cc内

領域dd内

領域ee内

AA BB

AA BB

AA BB

AA BB
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第 7 図　2023 年 3 月 27 日　宮城県沖の地震

Fig.7    The earthquake off Miyagi Prefecture on March 27, 2023.

気象庁作成 

３３月月 2277 日日  宮宮城城県県沖沖のの地地震震  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

 

 

 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2023 年３月 31 日、 

深さ０～120km、M≧3.0） 
2011 年３月 10 日以前に発生した地震を水色、 
2011 年３月 11 日以降に発生した地震を灰色、、  

2023 年３月に発生した地震を赤色で表示 
図中の発震機構は CMT 解 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

2023年３月27日 00時 04分に宮城県沖の深
さ 60km で M5.3 の地震（最大震度４）が発生
した。この地震は発震機構（CMT 解）が北西－
南東方向に圧力軸を持つ型で、太平洋プレー
ト内部で発生した。 

1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の地
震の震源付近（領域ｂ）では、「平成 23 年（2011
年）東北地方太平洋沖地震」（以下、「東北地
方太平洋沖地震」）の発生以前は M5.0 以上の
地震は発生していなかった。2021 年３月 20
日には M6.9 の地震（最大震度５強）が発生し、
負傷者 11 人、住家一部破損 12 棟などの被害
が生じた（総務省消防庁による）。 

1919 年以降の活動をみると、今回の地震の
震央周辺（領域ｃ）では「東北地方太平洋沖
地震」のほか、1978 年６月 12 日には「1978
年宮城県沖地震」（M7.4、最大震度５）が発生
し、死者28人、負傷者1,325人、住家全壊1,183
棟などの被害が生じる（被害は「日本被害地
震総覧」による）など、M7.0 以上の地震が時々
発生している。 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

「東北地方太平洋沖地震」発生

震央分布図 
（1919 年１月１日～2023 年３月 31 日、 

深さ０～120km、M≧6.0） 
2011 年３月 10 日以前に発生した地震を灰色、 
2011 年３月 11 日以降に発生した地震を黒色で表示 

今回の地震 
の震央位置 

Ａ 

ｃ 

「東北地方 
太平洋沖地震」 

「1978 年宮城県沖地震」

Ａ  Ｂ

今回の地震 

「東北地方 
太平洋沖地震」 

ａ 

ｂ 

今回の地震 

Ｂ 
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第 8 図 (a)　2023 年 3 月 28 日　青森県東方沖の地震

Fig.8(a)    The earthquake east off Aomori Prefecture on March 28, 2023.

 

 

 - 9 - 気象庁作成 

Ａ 

Ｂ 

今回の地震 

３３月月 2288 日日  青青森森県県東東方方沖沖のの地地震震  
 

今回の地震 

震央分布図 
（1997年10月１日～2023年４月４日、 

深さ０～120km、M≧3.0） 
2023年３月、４月の地震を赤色で表示 

図中の発震機構は CMT 解 

2023年３月28日18時18分に青森県東方沖の深
さ28kmで M6.2の地震（最大震度４）が発生した。
この地震は、発震機構（CMT解）が西北西－東南
東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、太平洋プレー
トと陸のプレートの境界で発生した。 

1997年10月以降の活動をみると、今回の地震の
震源付近（領域ｂ）では、M5.0以上の地震が時々
発生している。 

1919年以降の活動をみると、今回の地震の震央
周辺（領域ｃ）では、1968年５月16日09時48分に
「1968年十勝沖地震」（M7.9、最大震度５）が発
生した。この地震により、青森県八戸[火力発電
所]で295cm（平常潮位からの最大の高さ）の津波
を観測したほか、死者52人、負傷者330人、住家
全壊673棟などの被害が生じた（被害は「日本被
害地震総覧」による）。 

震央分布図 
（1919年１月１日～2023年３月31日、 

深さ０～120km、M≧6.0） 
2023年３月の地震を赤色で表示 

 

ｃ

ａ 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

「1968年十勝沖地震」 

「1968年十勝沖地震」 

の最大余震 

「平成６年（1994年） 

三陸はるか沖地震」
「平成６年（1994年） 

三陸はるか沖地震」

の最大余震

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

Ａ  Ｂ

岩手県 

青森県 

ｂ 

※深さは CMT 解による 

（2023 年３月 20 日～2023 年４月４日、 

M≧0.5） 
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第 8 図 (b)　つづき

Fig.8(b)  Continued

3月28月青森県沖の地震
（過去の大規模地震の地震時すべり分布との比較）

震央分布図
（2020年9月1日～2023年4月4日

深さ0～150km、M≧1.5）
2023年3月28日以降を赤丸で示す

気象庁作成

色付きの点線は以下の地震時すべり分布のコンターであることを示す。
紫色：1968年十勝沖地震〔永井・他(2001) 〕
緑色：1994年三陸はるか沖地震〔永井・他(2001) 〕
青色：2003年十勝沖地震〔Yamanaka and Kikuchi (2003) 〕
橙色：2011年東北地方太平洋沖地震〔Yoshida et al.(2011) 〕

今今回回のの地地震震

震央分布図
（1997年10月1日～2023年4月4日

深さ0～150km、M≧5.0）
2011年3月11日以降を赤丸で示す

左図の矩形領域内の断面図（A-B投影）
A B

A

B
上図の楕円内のMT・回数積算図

MT図
（2023年3月25日～4月4日）

今今回回のの地地震震

今今回回のの地地震震
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第 9 図 (a)　2023 年 4 月 17 日　福島県沖の地震

Fig.9(a)　 The earthquake off Fukushima Prefecture on April 17, 2023.

気象庁作成 

４４月月 1177 日日  福福島島県県沖沖のの地地震震  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

 

 

 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 
領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

震央分布図 
（1919 年１月１日～2023 年４月 30 日、 

深さ０～120km、M≧6.0） 
1938 年 11 月５日～1938 年 11 月 30 日の地震を水色、 

2011 年３月 10 日以前に発生した地震を灰色、 
2011 年３月 11 日以降に発生した地震を黒色で表示 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

今回の地震 
の震央位置 

ｃ 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2023 年４月 30 日、 

深さ０～120km、M≧3.0） 
2011 年３月 10 日以前に発生した地震を水色、 
2011 年３月 11 日以降に発生した地震を灰色、、  

2023 年４月に発生した地震を赤色で表示 

2023年４月17日 02時 25分に福島県沖の深
さ 46km で M4.8 の地震（最大震度４）が発生
した。この地震は、発震機構（CMT 解）が西北
西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、
太平洋プレートと陸のプレートの境界で発生
した。 

1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の地
震の震源付近（領域ｂ）では、「平成 23 年（2011
年）東北地方太平洋沖地震」（以下、「東北地
方太平洋沖地震」）の発生以前は M5.0 以上の
地震が時々発生していた。「東北地方太平洋沖
地震」の発生以降は地震の発生数が増加して
いる。 

1919 年以降の活動をみると、今回の地震の
震央周辺（領域ｃ）では「東北地方太平洋沖
地震」の発生前から M7.0 以上の地震が時々発
生しており、1938 年 11 月５日 17 時 43 分に
は M7.5 の地震（最大震度５）が発生し、宮城
県花淵で 113cm（全振幅）の津波を観測した。

Ａ 今回の地震 

ａ 
Ｂ 

「1978 年宮城県沖地震」 

「東北地方 
太平洋沖地震」 

CMT

CMT

CMT

Ａ  Ｂ

今回の地震 

「東北地方太平洋沖地震」発生

ｂ 
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第 9 図 (b)　つづき

Fig.9(b)  Continued

2023年4月17日の福島県沖の地震（M4.8、最大震度４）について強震波形による相関解析を行った結果、既往

の相似地震グループの最新の地震として検出された（グループE：今回の地震を含め3地震）※１。

※１ 各観測点の波形の比較で得られたコヒーレンスの中央値が0.95以上の場合に相似地震として検出し、相似地震のグループ分けはコヒーレンスを用いて機械的に行っている［溜渕ほか、2014］。

※２ すべり量推定には、モーメントマグニチュードと地震モーメントの関係式［Hanks and Kanamori(1979)］及び 地震モーメントとすべり量の関係式［Nadeau and Johnson(1998)］を使用。得られた積算すべり量と経過時間

から最小自乗法を用いてグループ毎の年平均すべり量を求めた。

※２

今回の地震

今回の地震

※２

気象庁作成

今回の地震

44月月1177日日 福福島島県県沖沖のの地地震震（（相相似似地地震震））

気象庁作成

●波形例

浪江町幾世橋

震央
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